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日本キジＰﾉﾉcMz川ｓ（ＣＯ肋〃s)ｚＷＷｃＤ〃より

発見しﾌﾟこＪ１化soccs/o/庇ｓｓｐ・の幼虫について

久木義一

別府市南的ケ浜２－２７

(昭和４６年３月２０日受領）

観察結果緒言

被嚢は白色球形をていし，その直径は1.5ｍｍ～０．８

ｍｍある．幼虫は被嚢内では白色半透明の球形をしてい

るが，外に取出し生食水につけると，やや伸長して２．３

ｍｍ×１．２ｍｍの楕円形となる．これをカバーグラスで

加圧するとさらに大きさを増して6.25ｍｍ×2.25ｍｍ

となる．また頭節には明らかに４コの吸盤が認められ，

大きさは142.85/‘×71.425/u，壁の厚さは28.57'であ

った．額噴や吸盤鉤等は認められない．また角皮の厚さ

は14.285'である．なお，この新鮮加圧幼虫は顕微鏡

下で伸縮するのが認められ，体組織は石灰穎粒に富んで

いる．犬に投与後45日目に自然排出された遊離片節は直

径1.8～2.5ｍｍの球形に近く，筋肉質に富み，ほぼ中

央に白色の副子宮が認められる．圧扁染色標本では３

ｍｍ×２ｍｍで副子宮は570,α×390,αで中に卵が充満

している．卵の大きさ58.3Ｍ～46.648｣u×48.314ﾉu～

34.986Jαの卵円形で,胚鉤の長さは20.80β～15.808Jαで
ある．

Msocesroi娩図属条虫についての生活史はまだ完全に

は判って居らず，第１，第２の中間宿主を要するものと

されておる．そのうち第２中間宿主としては，は虫類，

両生類，鳥類，ほ乳類などが世界各地から報告されてい

る．しかし本邦での報告は現在のところ皆無である．第

１中間宿主としてSoldatova（1944）がＴγ/cAo7/6α/es

spp、を発見しているが，成虫までの発育を完成させて

おらず，いまだに真疑の程を問われている．Soulsby

（1965）によるとMbsocesroiじんｓの六鉤幼虫はササラ

ダニに食われ，その体腔内で４吸盤期にまで発育し，

これが第２中間宿主に摂取された後，１～２ｃｍの幼

虫となり，終宿主に摂取されて成虫になるとされてい

る．

またWitenberg（1934）などによると，第１中間宿主

の記載はなく，ただTetrathyridiumlarvaの記載のみ

に止まっている．今回日本キジの肺および筋胄の漿膜内

の被嚢中より得られた幼虫を犬に投与した所，４５日目に

至りMsoceszoMes属条虫の遊離片節の排出をみたの

でその詳細を報告する．
考察

今回日本キジＰ/iasiα""Ｓ（CoZ/iic"S）ue7siCo/oγより

採取した幼虫の生鮮加圧のものと，フォルマリン固定し

て，ヘマトキシリン，エオジン染色した切片標本を精査

した．そして他の一部を犬に投与したところ，４５日目に

至り遊離片節が排出された．この排出片節の圧扁染色標

本と，虫卵の計測等によりMesoceszo枕ｓ属の条虫で

あることが判明したが，虫体を回収してないので種名は

不明である.

今迄の成書に記載されている幼虫は大部分はPenrose

(1882)が図示したヒモ状のもので扁平なものは不明であ

材料

1970年10月20日大分県山香町にて捕獲した日本キジ

〃αS/α"z`ｓ（ＣｂＪｃ/iic`(s）ｕｅγS/ＣＯ/oγの肺，（左肺15コ，

右肺７コ）および筋胃の漿膜内より１４コ計36コの被嚢を

得た．そのうちの４コを柴犬，８月，牝に投与し，他は

被嚢内の幼虫を採取し，そのままカパーグラスで加圧し

て観察した．さらに－部の幼虫はフォルマリン固定した

後，連続切片を作りへマトキシリン，エオジン染色して

形態を観察した．
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j Abstract I

ON THE TETRATHYRIDIUM LARVA OF MESOCESTOIDES SP. FROM THE

JAPANESE PHEASANT, PHASIANUS (COLCHICUS) VERSICOLOR

Giiti KUGI

(Beppu-city, Oita Prefecture, Japan)

On October 20th 1970, the Japanese pheasant, Phasianus (colchicus) versicolor, was caught

at Yamaga-mati, Oita Prefecture. The author examined for the pressed specimens of tetrathyridium

larvae newly removed from the cyst in the lung and the chorions of ventriculus of the pheasant

and for the section stained with H. E. On the other hand, the fresh tetrathyridium larvae fed

to a dog and forty-five days later, the gravid segments were eliminated from the dog. From the

shape of the eliminated senile segments and of the onchosphere, the tapeworm parasitic in the

•dog appears to belong to Mesocestoides sp.

The author found that the Japanese pheasant, Phasianus (colchicus) versicolor, could be an

intermediate host of Mesocestoides sp. The present paper deals for the first time with the

^intermediate host of Mesocestoides sp. found in Japan.
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写真説明

lliliの被嚢

筋１月漿膜内の被嚢

生鮮加圧の幼虫２×７

犬より排出の片節２×７

m'1子宮内の虫卵１０×４０

被嚢内の幼虫の切片Ｈ、Ｅ・染色４×1(）
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